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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

幸若舞の里づくり会
　　事務局　橋本守行
　　電話090-7746-8689

　第 １７ 号
  平成３１年　３月　１日

   幸 若 か わ ら 版  

越前町・みやま市児童交流事業開催 

 
幸
若
舞
を
縁
と
し
て
、
合
併

前
の
旧
朝
日
町
、
旧
瀬
高
町

（
福
岡
県
）
時
代
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
児
童
交
流
事
業
の
第

二
十
四
回
事
業
が
こ
の
ほ
ど
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
ず
、
昨
年
十
一
月
二
日
か

ら
四
日
に
か
け
て
、
小
学
校
児

童
十
六
人
と
引
率
者
を
含
め
て
、

二
十
人
が
福
岡
県
み
や
ま
市

（
旧
瀬
高
町
）
を
訪
問
し
ま
し

た
。
み
や
ま
市
で
は
、
歓
迎
会

に
出
席
す
る
と
と
も
に
、
地
元

の
花
火
工
場
見
学
、
幸
若
舞
な

ど
の
伝
統
芸
能
鑑
賞
、
み
か
ん

狩
り
な
ど
を
楽
し
み
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
今
年
一
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
 

 
み
や
ま
市
の
小
学
校
児
童
十

六
人
と
引
率
者
を
含
め
て
、
二

十
人
が
越
前
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
町
長
や
教
育
長
も
参

加
し
て
、
歓
迎
会
を
行
う
と
と

も
に
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
、
オ
タ
イ

コ
・
ヒ
ル
ズ
、
陶
芸
館
な
ど
で

当
町
の
小
学
校
児
童
と
交
流
し

ま
し
た
。
 

 
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
で
の
幸
若
舞

の
説
明
で
は
、
村
上
学
芸
員
や

本
会
の
辻
会
長
な
ど
も
参
加
し

ま
し
た
。
 

 
幸
若
舞
発
祥
の
地
・
越
前
町

か
ら
遠
く
約
八
〇
〇
キ
ロ
・

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
九
州
・
み
や

ま
市
へ
伝
播
残
さ
れ
て
い
る
歴

史
の
不
思
議
に
思
い
を
い
た
し

た
こ
と
で
し
た
。
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山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月最終金曜日です

語り部の会例会開催  １月１１日 
 新年最初の語り部会例会が１月

１１日（金）午後７時半から、勤

労青少年ホームにおいて、辻会長

や青山部会長をはじめとして、８

名の参加により開催されました。 

 この中で語り部用のテキストを

５月までに完成させることを確認

しました。 

 また新年度の行事として、５月

に予定される西田中区健康ウォー

クに参加するほか、７月には福井

市において、語り部ガイドの研修

を受けること、９～１０月には現

場研修を行うことを計画しました。 

内
藤
洪
基
先
生
を
悼
む
 
顧
問
・
山
口
信
嗣

 

 
天
王
区
内
藤
洪
基
先
生

が
一
月
二
十
九
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
か
わ
ら
版

編
集
子
の
依
頼
で
、
先
生

の
在
り
し
日
の
お
姿
を
記

し
ま
す
。
『
越
前
幸
若
舞

を
知
る
一
〇
〇
項
』
に
あ

る
寛
政
三
年
（
一
七
九

坂
田
（
桃
井
）
九
郎
左
衛
門
屋
敷
図
は
内
藤
武
左

衛
門
家
文
書
で
す
。
 

 
先
生
は
、
平
成
二
年
か
ら
同
十
六
年
ま
で
、
朝

日
町
誌
編
纂
委
員
を
さ
れ
た
。
資
料
の
蒐
集
・
筆

稿
等
の
お
手
伝
い
も
し
て
頂
い
た
。
 

 
同
十
二
年
に
西
尾
市
と
の
友
好
の
会
設
立
で
、

初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。
西
尾
城
跡
に
あ
る
友

の
会
の
碑
文
の
揮
毫
も
さ
れ
て
い
る
。
達
筆
な
方

で
あ
る
。
 

 
七
十
歳
頃
か
ら
俳
句
に
も
親
し
ま
れ
、
伊
藤
柏

翠
・
有
馬
朗
人
に
師
事
さ
れ
た
。
県
内
外
で
の
大

会
で
は
、
度
々
特
選
さ
れ
て
い
る
。
 

 
町
古
文
書
の
会
で
も
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
。
 

 
ご
遺
族
か
ら
先
生
の
経
歴
書
を
頂
い
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
記
し
ま
す
。
 

 
大
正
十
三
年
 

当
家
十
八
代
の
長
と
し
て
誕
生
 

 
昭
和
十
六
年
 

県
立
今
立
農
学
校
卒
業
 

 
 
同
十
八
年
 

県
立
青
年
師
範
学
校
卒
業
 

 
 
同
二
十
年
 

敦
賀
連
隊
に
入
隊
、
満
洲
な
 

 

 
 
 
 
 
 
 
ど
転
戦
し
、
朝
鮮
で
終
戦
。
 

 
 
同
 
 
年
 
朝
日
第
一
部
青
年
学
校
に
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
教
師
と
し
て
着
任
。
そ
の
あ
 

 
 
 
 
 
 
 
と
糸
生
・
清
水
・
宮
崎
の
学
 

 
 
 
 
 
 
 
校
に
。
 

 
同
五
十
九
年
 

清
水
南
小
学
校
校
長
と
し
て
 

 

 
 
 
 
 
 
 
定
年
退
職
。
 

  
戦
後
、
食
糧
不
足
の
と
き
、
教
師
・
村
民
・
生

徒
一
丸
と
な
っ
て
、
農
園
の
開
拓
、
製
茶
作
業
な

ど
生
産
教
育
に
お
力
を
。
 

 
教
育
の
真
髄
は
、
師
弟
一
如
・
人
格
の
形
成
に

あ
る
こ
と
を
信
条
と
さ
れ
た
。
清
水
南
小
学
校
の

校
訓
を
「
あ
か
る
く
、
直
く
、
た
く
ま
し
く
」
と

定
め
校
訓
碑
を
建
立
さ
れ
た
。
 

 
天
王
区
実
相
寺
の
本
堂
落
慶
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

 
享
年
九
十
四
歳
、
当
「
幸
若
舞
の
里
づ
く
り

会
」
会
員
内
藤
俊
三
町
長
御
夫
妻
の
お
父
様
で
す
。
 

 
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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大隆寺（岩開）

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

大隆寺住職が漫画本「日蓮」を出版 

 
明
治
の
は
じ
め
幸
若
子
孫
の
榎
本
敬
次
郎

（
西
田
中
初
代
戸
長
）
は
、
当
時
の
住
職
・

日
光
と
意
気
投
合
し
、
そ
れ
ま
で
の
曹
洞
宗

か
ら
法
華
宗
に
改
宗
し
た
。
敬
次
郎
の
句
碑

が
同
寺
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
 

 
木
田
住
職
は
、
二
〇
二
一
年
が
日
蓮
聖
人

ご
降
誕
八
百
年
記
念
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

同
聖
人
の
生
涯
を
平
易
に
紹
介
す
る
漫
画
本

の
執
筆
を
思
い
立
ち
、
長
女
の
蓮
華
さ
ん
の

作
画
協
力
を
得
て
、
刊
行
に
至
っ
た
も
の
で

あ
る
。
 

 
大
隆
寺
 
〇
七
七
八
ー
三
四
ー
二
二
三
九
 

 

 
幸
若
ゆ
か
り

の
寺
で
あ
る
越

前
町
岩
開
の
大

隆
寺
住
職
・
木

田
慧
明
氏
が
こ

の
ほ
ど
漫
画
本

「
日
蓮
」
（
上

巻
）
を
を
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
 

 幸若会新年会開催      1月25日 

 
恒
例
の
幸
若
会
新
年
会
が
、
さ
る
一
月
二
十
五
日
午
前
十
一

時
か
ら
、
西
田
中
新
月
亭
に
お
い
て
、
男
子
六
名
、
女
子
十
名
、

計
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
宴
に
先
立
ち
、
山
口
顧
問
よ
り
「
飛
鳥
井
雅
縁
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
飛
鳥
井
家
は
、
田
中
庄
・
上
川
去
を
所

領
と
し
、
雅
縁
は
上
川
去
で
生
ま
れ
た
飛
鳥
井
家
六
代
の
南
北

朝
時
代
の
歌
人
で
あ
る
。
四
十
歳
で
出
家
し
宋
雅
と
号
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
天
王
村
の
応
神
天

皇
宮
の
造
営
を
行
い
、
七
十
歳

の
と
き
同
宮
に
七
日
間
参
籠
し
、

大
般
若
経
な
ど
を
奉
納
し
た
。

翌
年
七
十
一
歳
で
死
去
し
た
が
、

京
か
ら
の
道
中
で
詠
ん
だ
「
宋

雅
道
す
が
ら
の
記
」
を
遺
し
た
。

町
内
で
も
八
坂
神
社
に
遺
存
す

る
ほ
か
、
上
川
去
区
春
日
神
社

境
内
に
宋
雅
社
碑
が
あ
る
。
 

 
幸
若
舞
の
祖
・
桃
井
直
詮
は
、

同
時
代
に
生
き
て
、
雅
縁
よ
り

約
四
十
歳
若
年
で
あ
る
が
、
直

詮
ら
領
内
の
芸
能
家
た
ち
が
上

京
す
る
際
な
ど
に
陰
な
が
ら
援

助
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
山
口
顧
問
の
説
を
披
露
さ

れ
た
。
 

 
な
お
、
第
七
五
回
幸
若
講
座

が
、
第
二
四
項
「
山
中
常
磐
物

語
絵
巻
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
月

二
二
日
開
か
れ
ま
し
た
。
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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

当面の予定 
３月２２日 第７６回幸若講座         

３月１４日 三役会議                 

４月１２日 幸若会顧問会議 

 

「幸若舞懇話会」 開かれる 

 幸若舞の里づくり会は、幸若舞のあり

方や会そのもの運営など多くの課題を抱

えておりますが、これらについて、関係

者の意見を聞くためみだし「懇話会」が

２月２４日午前１０時から、幸若文化情

報センター会議室で開催されました、出

席者は、辻会長、澤崎副会長をはじめ関

係者１１名の方々です。 

 この会で出された主な意見は次のよう

です。 

①会の活動にインパクトがない。 

②若い女性は難しい。リタイア後の男性   

 をもっと積極的に勧誘したらどうか。 

③ＰＲのぼり旗をもっと設置したどうか。 

④現代版幸若舞を白山神社に奉納するよ  

 うな位置づけとしたらどうか。 

⑤取り壊された朝日郷土資料館に関係衣装  

 が有った気がする。 

⑥町内の伝統芸能では、昭和３１年に終焉  

 した「糸生歌舞伎」の例が参考になる。 

⑦幸若かわら版を年１回ぐらいは町内全戸  

 に配布したらどうか。 

⑧マスコットキャラクターをつくったら。 

⑨丹南ＣＡＴＶなどのメディアの利用 

⑩ＤＶＤの製作その他 

４月１４日 佐々生墓地清掃、大隆寺昼食  

５月１２日 幸若会第４回総会 

 幸若文化情報センター資料室保管図書一覧 その５  
資料名 著者 出版社 出版年月 摘要
幸若舞曲集　序説 笹野堅 臨川書店 昭和４９年１１月
幸若舞曲集　本文 笹野堅 臨川書店 昭和４９年１１月
高天神城の総合的研究 小和田哲男 静岡県大東町 平成　５年　９月
踊の今と昔」 柳田國男 明治４４年　４月
越前朝倉氏の文化 宮永一美
筑後武士 江崎龍男 芸文堂 平成　２年　８月
やしま　享保七年写大江本
高天神の跡を尋ねて 藤田鶴南 中島屋 昭和６３年　１月
越前猿楽の本貫の地について 杉浦茂 芸能史研究会 昭和６１年　１月
舞々と幸若 庵逧巌 昭和４１年　２月
舞々と幸若 室木弥太郎 昭和４１年　６月
羅生門の鬼 島津久基 平凡社 昭和５０年　３月
真名本曽我物語２ 笹川祥生ほか 平凡社 昭和６３年　６月
幸若舞曲と戦国軍記 服部幸造 説話・伝承学会 平成１０年　４月
義経記　曽我物語 高木卓 筑摩書房 昭和３６年１２月
曽我物語の基礎的研究 村上学 風間書房 昭和５９年　２月
中世芸能題目立詳解 金井清光 明治書院 昭和６１年１１月


